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令和４年第２回定例会提出議案

※賛成は○、反対は◆、不在は／、除斥は除で記載
※岡﨑議員は議長職のため、特別多数決以外の議案については本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載

議
案
番
号

櫻
井　

健
一

小
倉　
　

博

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

30 かすみがうら市環境基本条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

31

かすみがうら市議会議員及びかすみがうら市長の選
挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用
ポスターの作成の公費負担に関する条例及びかすみ
がうら市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

32
令和４年度
かすみがうら市
一般会計補正予算
（第３号）

修正案
（議員発議第３号） ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ － ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ○ 否　　決

（賛成少数）

原　案 ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決
（賛成多数）

33 令和４年度かすみがうら市水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決
（賛成多数）

34 複合交流拠点施設等整備事業用地の取得について ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決
（賛成多数）

35 和解について ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決
（賛成多数）

36 令和4年度かすみがうら市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

２ 専決処分事項の承認を求めることについて（か
すみがうら市税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

（全会一致）

３
専決処分事項の承認を求めることについて（か
すみがうら市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）

○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 承　　認
（賛成多数）

４ 専決処分事項の承認を求めることについて（令和
４年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号））○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承　　認
（全会一致）

５ 専決処分事項の承認を求めることについて（令和
４年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号））○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承　　認
（全会一致）

２ 複合交流拠点施設整備用地取得費11億円の再検
討を求める請願書 ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ － ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ ○ 不 採 択

（賛成少数）

令和４年第２回定例会議案等議決結果一覧

氏　名　　　

　　　件　名

令和４年第２回定例会が、６月７日から6月22日までの16日間で開催されました。今定例会では、
令和４年度の補正予算など議案７件、修正案１件、承認４件、請願１件を慎重審議しました。

議案第 34号
複合交流拠点施設等整備事業用地の取得について

賛　成 反　対
・図書館や待合所となる学習スペース、さらには安心
して遊べる防災機能を備えた都市公園も併設できる。

・議案審査特別委員会で適正な土地の鑑定価格であ
ることを確認している。

・敷地内の埋設物について地権者が費用を負担し、
撤去を行い、市が確認している。

・土壌分析調査の結果、すべての検査項目において
規定値以内となっている。

・土地の検証が不十分なため、公共用地としては全
く適さない。
・下稲吉中学校区の中心から遠く離れているため多
くの市民が利用するのには不適切である。
・市有地である稲吉ふれあい公園の土地を活用すれ
ば11億円の土地購入費は必要なくなるため、土地
購入資金を施設の充実に使うべき。

本会議で行われた主な討論

【承　認】

【請　願】
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議案審査特別委員会議案質疑

令和４年第２回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（６月13日、14日、15日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く13名の議員で構成。

【議案の概要】
　複合交流拠点施設整備事業用地を取得することについて、規定により、議会の議決を求めるも
のです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億8508万円を追加し、歳出歳入予算の総額をそれぞれ
198億8945万9000円とするものです。

補正予算１億8508万円の内訳は

三ツ石森林公園休憩所整備の内容は

学校栄養指導員の雇用とは

今回、取得予定の事業用地には廃棄物が埋設されていたため、1㎡あたり３万5400円の不
動産鑑定評価額は変わるのではないか

不動産鑑定会社はなぜ立会人無しで広大な公共用地のための土地の評価を行ったのか

主な内訳は、向原土地区画整理事業の損失補償等請求事件にかかる解決金が1億3900万円、
複合交流拠点施設等整備に要する経費として計画地内の配水管撤去及び新設に係る補償費
が2861万1000円、三ツ石森林公園休憩所整備工事費が1200万円、ウエルネスプラザ駐車場
整備に328万9000円、学校栄養指導員雇用のために218万円を計上しております。

自然環境整備交付金（補助率45％）を活用し、三ツ石森林公園内
にある東屋やベンチなど、園内の老朽化した設備をリニューアル
するものです。

当初、県費による栄養教諭等の栄養指導員４名の配置が予定されておりましたが、実際の
配置が３名になったため、不足します１名分を会計年度任用職員として市が雇用するもの
です。栄養指導員は各中学校に３名配置されておりますが、小学校で最も人数が多い下稲
吉小学校に１名追加で配置し、その他の小学校につきましては兼務という形で対応いたし
ます。

土壌汚染や地下の埋設物は現状の外観から確認できない場合が多いため、通常は更地とし
て土地の評価を行い、地下に埋設物等があることが分かった場合には、当事者同士の話し合
いで解決してもらうというのが前提です。そのため、不動産鑑定評価額は更地の価格となっ
ており、変更はありません。（今回、事業用地内で確認された地下埋設物については、土地
の所有者が費用を負担して撤去しております。）

土地鑑定のための現地調査では、土地の境界が曖昧な場合に物
件の境界や場所を間違わないように、立会を求めることはあり
ますが、今回評価した土地については、境界がはっきりしてい
たため立会を求めませんでした。また、土地の用途や面積の大
きさを理由に立ち合いを求めることはありません。また、地下
埋設物についても当事者同士の話し合いで解決してもらうのが
前提ですので、立会を求めてはおりません。

議案第34号　複合交流拠点施設整備事業用地の取得について

議案第32号　令和４年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号）

▲三ツ石森林公園（もりの小屋）
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○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総

務

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
４
年
５
月
2５
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
４
月
12
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
５
月
24
日
開
催
の
調
査
内
容

●
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
災
害
概
況
に
つ
い
て

●
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
つ
い
て

●
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ
い
て

●
複
合
交
流
拠
点
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
防
災
会
議
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

●
下
稲
吉
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
整
備
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
実
施
に
つ
い
て

●
石
岡
地
域
医
療
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
環
境
審
議
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

▲複合交流拠点施設等整備事業
　に係る現地調査状況
　【稲吉南二丁目地内】

委　員　会　活　動

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

自
治
功
労
に
よ
り
表
彰

　

こ
の
度
、
３
名
の
議
員
が
長
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
発
展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

全
国
市
議
会
議
長
会
な
ら
び
に
茨
城
県
市
議
会
議
長

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
全
国
市
議
会
議
長
会

〈
議
員
在
職
20
年
以
上
〉

　

矢
口　

龍
人

〈
議
員
在
職
15
年
以
上
〉

　

加
固　

豊
治

〈
感
謝
状
〉

　

岡
﨑　
　

勉

　　  　矢口議員　　　 加固議員　　　  岡﨑議長　  田谷副議長

●
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

〈
議
員
在
職
20
年
以
上
〉

　

矢
口　

龍
人

〈
議
員
在
職
15
年
以
上
〉

　

加
固　

豊
治
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３
ha
購
入
土
地
利
用
の
調
査
検
証
を
追
加
す
べ
き

質　
問　
通　
告　
事　
項

１

市
消
防
団
の
車
両
更
新
計
画
に
つ
い
て

坪
井
市
政
３
期
通
算
12
年
の
歩
み
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

一  般  質  問

　
坪
井
市
長
が
任
期
１
期
目
当
時
の
財
政
計
画
で
一
般
会
計
の
規
模
が
１

０
０
億
円
を
下
回
る
と
の
見
通
し
か
ら
、
合
併
特
例
債
第
一
号
事
業
の
跨
線

橋
を
取
り
や
め
ま
し
た
が
、
消
費
税
譲
与
等
の
国
の
助
成
も
あ
り
、
今
や
一

般
会
計
が
当
時
の
財
政
計
画
を
上
回
る
２
０
０
億
円
規
模
な
ら
ば
、
当
時
の

ま
ち
づ
く
り
を
尊
重
し
、
市
街
地
の
み
な
ら
ず
、
市
全
体
の
利
益
の
た
め
に

も
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
た
め
の
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
購
入
は
期
間
を

長
く
設
け
て
慎
重
に
調
査
検
証
す
べ
き
事
業
で
は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
跨
線
橋
に
つ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
整
備
に
は
至
っ
て

ま
せ
ん
が
、（
仮
称
）
石
岡
・
か
す
み
が
う
ら
広
域
幹
線
道
路
整
備
、
さ
ら
に

は
田
村
沖
宿
線
の
延
伸
整
備
を
進
め
て
お
り
、
道
路
交
通
の
利
便
性
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
か
す
み
が
う
ら
市
の
誕
生
か
ら
17
年
が
た

ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
、
さ
ら
に
は
、
今
般
、
第
２
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
と
土
地
利
用

に
つ
い
て
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
ま
す
。
今
般
の
複
合
交
流
拠
点

施
設
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
立
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
全
体
の
活

性
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
、
平
成
30
年
に
土
地
利
用
基
礎
調
査
を

実
施
し
、
15
か
所
の
候
補
地
を
洗
い
出
し
、
市
民
へ
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
に
中
心
市
街
地
土
地
利
用
基
本

構
想
策
定
で
候
補
地
を
絞
り
込
み
、
時
間
を
か
け

て
検
討
し
た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。
町
の
魅
力
の

創
出
の
た
め
に
、
整
備
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

市
全
体
の
利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
推
進
に
努

め
て
い
く
考
え
で
す
。

櫻井　繁行 議員
　
坪
井
市
長
は
、
３
期
通
算
12
年
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
発
展
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
限
り
で
の
引
退
を
本
年
４
月
12
日
に
表
明
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
か
す
み
が
う
ら
市
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
私
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
第
一
と
考

え
、
市
政
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
か
す
み
が
う
ら
市
を
一

市
民
と
し
て
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
手
掛

け
て
き
た
事
業
の
中
に
は
、
道
半
ば
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
常
に
本

市
が
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
り
、
関
係
人
口
が
増
加
を
し
て
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

社
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
の
中
の
に
ぎ
わ
い
や
、
ゆ
と
り
の
あ
る
自
然
と

い
っ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
に
望

ん
で
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
２
台
更
新
予
定
の
ポ
ン
プ
車
両
に
つ
い
て
、
車
両
価
格

が
１
８
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
に
な
り
、
さ
ら
に
更
新
後
約
20
年
間
は
各

部
に
配
置
を
さ
れ
る
た
め
、
非
常
に
重
要
な
判
断
に
な
る
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
有
意
義
な
車
両
の
更
新
計
画
を
作
成
し
て
ほ
し
い

と
切
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
消
防
本
部
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長
　
３
・
５
ト
ン
未
満
の
新
基
準
車
両
の
ポ
ン
プ
車
は
、
各
部
の

構
造
が
電
子
制
御
に
依
存
す
る
部
分
が
多
い
た
め
、
放
水
開
始
ま
で
、
多
少

時
間
を
要
す
る
と
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
よ
り
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
、
新
基
準
車
両
に
更
新
し
た
場
合
、
ポ
ン
プ
を
取
り
扱
う
消
防
団
員

の
計
画
的
な
習
熟
訓
練
を
行
う
な
ど
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
更

新
計
画
と
し
ま
し
て
は
、
既
に
新
基
準
車
両
の
ポ
ン
プ
車
を
導
入
し
て
い
る

周
辺
市
町
村
の
消
防
団
員
と
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

新
基
準
車
両
の
ポ
ン
プ
車
、
も
し
く
は
現
行
の
ポ

ン
プ
車
に
す
べ
き
か
判
断
し
、
来
年
度
以
降
の
車

両
更
新
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

市
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
か
す
み
が
う
ら
市
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
る
の
か
伺
う

地
域
特
性
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
と

な
り
ま
す
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お
り
ま
す

ＱＡ

ＱＡ

古橋　智樹 議員

一
般
財
政
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
今
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
再
考
す
べ
き
で
は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
立
地

適
正
化
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ
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一  般  質  問

防
災
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
で
質
問
し
ま
し
た
防
災

士
の
資
格
取
得
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
総
務
部
長　
議
員
ご
質
問
の
「
か
す
み
が
う
ら
市
防
災
士
育
成
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
検
討
を
行
い
、
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、
い
ば
ら
き
防
災
大
学
受
講
以
外
の
方
法
で
防
災
士
の
資
格
を
取
得

し
た
者
に
対
し
て
も
、
交
付
対
象
者
と
す
る
こ
と
、
併
せ
て
、
一
度
資
格
試

験
に
不
合
格
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
年
度
内
に
再
受
験
し
て
合
格
す
れ
ば
交

付
対
象
と
す
る
内
容
の
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
防
災
力
の
向
上
に
は
地
域
の
住
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
総
務
部
長
　
自
主
防
災
組
織
は
、
防
災
に
お
け
る
共
助
の
要
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
第
２
次
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
、
市
行

財
政
改
革
基
本
方
針
、行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て
も
、

自
主
防
災
組
織
の
拡
充
を
計
画
付
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
年

自
主
防
災
組
織
結
成
の
た
め
の
研
修
会
を
地
区
ご
と
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
大
規
模
防
災
訓
練
に
加
え
、
身
近
な
地
域
で
の
参
加
型
の
訓
練
を
継
続

す
る
こ
と
が
防
災
力
の
強
化
に
は
望
ま
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
総
務
部
長
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
何
よ
り
も
地
域
の

皆
様
の
相
互
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
各
行
政
区
の
集
会

所
等
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
行
動
と
し
て
は
第
一
歩
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
今
後
の
防
災
訓
練
の
開
催
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ら
を
主
眼
に
お
い
た
内
容
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

櫻井　健一 議員

　
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
社
宅
跡
地
を
購
入
す
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
４
年
前
の

坪
井
市
長
の
公
約
に
、「
神
立
地
域
と
一
体
と
な
り
か
す
み
が
う
ら
市
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
神
立
地
域
と
一

体
と
公
約
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
通
称
神
立
は
土
浦
市
だ
け
で
は
な
く
て
、
か
す
み
が
う
ら
、
あ

る
い
は
旧
出
島
地
区
、
そ
れ
か
ら
一
部
石
岡
地
域
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
総

称
し
て
神
立
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

大
き
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
そ
う
い
っ
た
言
葉
を
使
っ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
指
定
ご
み
袋
の
購
入
先
で
品
不
足
の
事
態
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
指
定
ご
み
袋
は
、
現
在
、
認
定
事
業
者
２
社
に
よ
り
製
造

し
、
市
内
外
の
小
売
店
等
で
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。
品
不
足
に
つ
き
ま
し

て
は
、
製
造
し
て
い
る
１
社
の
製
造
工
場
が
中
国
の
上
海
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
３
月
末
か
ら
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
製

造
工
場
も
稼
働
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
一
社
の
事
業
者
は
製
造
も
問

題
な
く
行
わ
れ
て
お
り
一
時
的
な
事
象
と
考
え
ま
し
た
。
今
後
は
製
造
事
業

者
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
、
安
定
的
な
供
給
が
行
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

ＱＱＱ ＡＡＡ

４
年
前
の
公
約
で
神
立
地
域
と
一
体
と
し
て
と
発
言

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
坪
井
市
長
の
見
解
を
伺
う

本
市
に
お
け
る
防
災
士
の
育
成
及
び
防
災

力
強
化
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う

大
き
な
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
そ
う
い
っ

た
言
葉
を
使
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

防
災
士
資
格
取
得
の
助
成
制
度
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
自
主
防
災
組
織
拡
充
の
計
画
を
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

複
合
交
流
拠
点
施
設
を
よ
り
良
い
も
の
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

ご
み
袋
有
料
化
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１４３
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政
治
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
の
選
択
文
化
財
総
合
調
査
と
発
祥
の
地
と
し

て
の
、
当
市
の
先
導
的
役
割
と
体
制
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

未
来
に
つ
な
ぐ
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

３

　
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
４
つ
の
資
料
を
要
求
し
ま
す
。

（
①
埋
設
物
調
査
結
果
概
要
資
料
の
エ
ビ
デ
ン
ス
全
部
、
②
日
立
製
作
所

が
2
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
第
二
種
有
害
物
質
９
項
目
に
関
す
る
報
告
書
全

部
、
③
日
立
製
作
所
が
2
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
壌
分
析
防
止
法
に
基
づ
い

て
県
あ
る
い
は
関
係
機
関
に
提
出
し
て
い
る
関
係
書
類
全
部
、
④
日
立
製
作

所
と
の
協
議
、
こ
の
点
に
対
す
る
会
議
録
に
つ
い
て
全
部
）

７
月
の
市
長
選
は
４
氏
が
立
候
補
を
表
明
し
て
い
ま
す
、
全
員
が
筑
波
ハ
ウ

ス
跡
地
に
複
合
交
流
拠
点
設
置
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９

月
９
日
に
は
購
入
差
止
め
裁
判
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。
再
度
慎
重
に
議
論
を

し
、
９
月
議
会
以
降
に
購
入
契
約
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
参
事　
複
合
交
流
拠
点
施
設
等
整
備
事
業
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
議
案

を
提
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
の
選
択
文
化
財
総
合
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。
発
祥

の
地
と
し
て
の
当
市
の
先
導
的
役
割
と
体
制
に
関
わ
る
、
平
成
25
年
補
助
金

交
付
要
綱
第
81
条
の
２
、
帆
引
き
船
保
存
活
動
補
助
金
及
び
平
成
26
年
よ
り

実
施
さ
れ
た
帆
引
き
船
の
保
存
・
伝
承
に
関
す
る
専
任
体
制
の
継
承
の
明
文

化
、
帆
引
き
船
係
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　
　

　
教
育
部
長　
職
員
の
専
任
体
制
は
、保
存
会
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
関
係
す
る
庁
内
部
署
と
協
議
及
び
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

矢口　龍人 議員
　
市
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
本
市
で
は
、
平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
市
の
事
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
、
脱
炭
素
化
の
技
術
力
の
向
上
、
施
設
の
長
寿
命
化
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
、
光
熱
費
等
の
削
減
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
共
施
設
の
取
り
組
み
の
み
な
ら
ず
、
市
全
体
と
し

て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
脱
炭
素
社
会
の
推
進
を
は
じ
め
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
等

に
つ
い
て
、
市
民
と
危
機
意
識
を
共
有
し
、
令
和
４
年
度
に
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
て
行
動
目
標
を
提
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
各
種
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
教
育
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
２
０
５
０
年
に

社
会
の
中
枢
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

た
環
境
教
育
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学
校
で
は
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
、
各
教
科
及
び
道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
各
教

科
横
断
的
に
環
境
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
必
要
な
資
質
、
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
循

環
型
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、各
家
庭
協
力
の
下
、学
校
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
や
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
通
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
や
分
別
収
集
の
重
要
性
に
つ
い
て
体

験
的
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
環
境
に
対
す
る
実
践

力
の
育
成
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
つ
な

ぐ
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

市
全
体
で
危
機
意
識
を
共
有
し
、
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

政
治
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
伺
う

公
正
・
公
平
に
道
徳
心
を
持
っ
て
公
務
に

努
め
て
お
り
ま
す

ＱＡ
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一  般  質  問

新
た
に
策
定
さ
れ
た
第
４
期
「
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
の
重
点
施
策
と
計
画
に
基
づ
く
教
職
員
の
働
き
方
改

革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

雪
入
山
・
浅
間
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
周
辺
の
環
境
整
備
や

付
加
価
値
の
創
造
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２

　
本
市
に
お
け
る
文
化
活
動
の
指
標
と
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
か
す
み
が
う
ら
市
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
人
数
を
文

化
活
動
の
指
標
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
令
和
８
年
度
の
目
標
は
、
８
５
０
名

と
し
て
お
り
ま
す
。
当
文
化
協
会
は
令
和
３
年
12
月
現
在
に
お
い
て
、
38
の

加
盟
団
体
と
７
４
１
名
の
会
員
の
活
動
に
よ
り
、
文
化
活
動
の
振
興
に
寄
与

し
て
お
り
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
の
抑
制
等
に
よ

り
、
ふ
れ
あ
い
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
の
参
加
人
数
の
減
少
や
、
高
齢
化
や
人
手

不
足
に
よ
る
文
化
団
体
の
消
滅
、
会
員
数
の
減
少
が
見
ら
れ
て
お
り
、
深
刻

な
事
態
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
生
涯
学
習
の

情
報
誌
で
あ
る
「
マ
ナ
ビ
ィ
か
す
み
が
う
ら
」
で
文
化
団
体
の
自
主
講
座
を

掲
載
し
て
文
化
活
動
を
支
援
し
た
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
念
頭
に
置
い
た
公

民
館
講
座
を
開
講
す
る
な
ど
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
活
発
に
発
信
し
、
若
者
の
参
加
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
の
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
目
標

と
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
教
育
部
長　
令
和
８
年
度
ま
で
の
目
標
と
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
、講
座
な
ど
へ
の
参
加
人
数
を
５
０
０
０
人
に
設
定
し
ま
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
市
に
お
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
育
成
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
及
び
加
盟
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
活
動
支
援
の
ほ
か
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

親
し
め
る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

川村　成二 議員

ＱＱ ＡＡ

小倉　博 議員

　
『
教
育
振
興
基
本
計
画
』
に
は
、
新
た
に
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
推
進
」
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
解

消
に
向
け
て
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
教
育
長　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本
市
で
は

留
守
番
電
話
の
導
入
や
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
教
員
の
採
用
、
検
温
管
理
シ

ス
テ
ム
「
リ
ー
バ
ー
」
の
導
入
な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
、令
和
２
年
度
は
、

月
45
時
間
以
上
の
超
過
勤
務
者
の
割
合
は
23
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
教
職
員
の
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
施
策
に
つ
い
て
、
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
雪
入
山
・
浅
間
山
地
域
に
群
生
す
る
貴
重
な
ラ
ン
科
の
植
物
で
あ
る
キ

ン
ラ
ン
は
、
県
が
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
保
護
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
き
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
周
辺
の
環
境
整
備

や
付
加
価
値
の
創
造
に
つ
い
て
伺
う
。

　
産
業
経
済
部
長
　
公
園
内
の
キ
ン
ラ
ン
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
現
在
は

「
雪
入
山
の
キ
ン
ラ
ン
を
守
る
会
」
の
方
が
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
周
辺
の
環
境
整
備
や
付
加
価
値
の
創
造

に
つ
い
て
は
、
園
地
内
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
雪
入
山
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
、

よ
り
気
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
が
行
え
る
よ
う
、
来

訪
者
が
増
加
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ＱＱ ＡＡ

本
市
の
文
化
活
動
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う

教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
に
、
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る

文
化
団
体
や
会
員
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
若

者
の
参
加
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す

教
職
員
の
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

施
策
を
研
究
し
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

本
市
の
文
化
活
動
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

市
民
の
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

３ １２
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本
市
の
市
民
満
足
度
向
上
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
て
、
策
定
が
求
め
ら
れ

る
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ
い
て

市
の
活
性
化
や
移
住
定
住
政
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
導
入
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

◆ 新 議 員 を 紹 介 し ま す ◆
　令和４年７月10日にかすみがうら市議会議員補欠選挙が執行され、３名の方が当選されま
した。また、議長が各常任委員会委員に新議員を指名し、選任しました。
　なお、本議員の任期は令和５年１月27日までとなります。

※その他の議員情報、特別委員会や、各組合等の役職情報につきましては、決定
され次第、市議会ホームページで公開していきますので、よろしくお願いいた
します。

鈴  

木
　
貞  

行

産
業
建
設
委
員
会

吉  

村
　
慎  

治

総
務
委
員
会

金  

子
　
　  

遥

総
務
委
員
会

３

一  般  質  問 ・ 新議員の紹介

▲議員名簿QRコード

　
行
政
区
や
集
落
、
自
治
会
を
抜
け
て
ご
み
出
し
だ
け
継
続
し
た
い
と
い

う
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
最
近
、
特
に
増
え
て
い
る
。
市
と
し
て
、
住
民

対
応
や
区
長
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住
民
自
治
の
向
上
と

移
住
定
住
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
ご
み
の
集
積
所
は
管
理
を
行
っ
て
い
る
各
行
政
区
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
利
用
す
る
た
め
、
区
費
同
等
分
の
会
費
あ
る
い
は
毎
月
決
ま
っ

た
金
額
を
徴
収
し
、
ご
み
出
し
を
認
め
て
い
た
り
、
ご
み
集
積
所
の
清
掃
に

当
番
制
で
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
の
事
例
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
移
住
定
住
の
推
進
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
地
区
内
の
平
等
性
か
ら
、

区
費
同
等
の
会
費
を
頂
く
の
が
公
平
だ
と
は
思
い
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
治
会
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
行
政
区
へ
の
加
入
促
進
の
文
章
や
、
区
長
へ
の
依
頼
内

容
、
報
告
事
項
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
、
転
入
者
に
対
す
る

行
政
区
へ
の
加
入
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
本
市
の
移
住
定
住
政
策
や
行
政
区

の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
か
ら
、令
和
５
年
度
予
算
化
を
含
め
、

再
度
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て
、
先
進
事
例
を
参

考
に
研
究
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
新
た
な
人
材
が
移
り
住
み
、

地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
る
、
新
た
な
産
業
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
で
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
自
治
体
の
依
頼
す
る
課
題
解
決
と
の
乖
離
、
専
属
職
員
の
配
置
な
ど

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
の
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

行
政
区
は
抜
け
る
が
、
行
政
区
の
ご
み
集
積
所
は
利

用
し
た
い
と
い
う
市
民
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う

各
行
政
区
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
内
容
に
よ
っ
て
は

柔
軟
な
対
応
を
管
理
者
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

ＱＡ



厳
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
７
波
は
感

染
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
す
で
に
新
規
感
染
者
数

が
一
日
あ
た
り
二
十
万
人
に
上
る
な
ど
、
第
６
波

の
ピ
ー
ク
を
大
き
く
上
回
る
勢
い
で
あ
り
ま
す
。

編
集
委
員
一
同
、
改
め
て
気
を
引
き
締
め
、
状
況
を
注
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

感
染
症
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
暑
さ
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、

健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
副
委
員
長　
小
倉　
博

　

令
和
４
年
７
月
10
日
に
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
ま
し
た
３
名
の
議
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
紙
９
ペ
ー
ジ
に

紹
介
記
事
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

コ ラ ム

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、８
月
30
日（
火
）か
ら
９
月
21
日（
水
）

ま
で
の
23
日
間
で
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
席
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

豆辞典 補  欠  選  挙補  欠  選  挙 とはとは？？
　
補
欠
選
挙
と
は
、
地
方
公
共
団
体
議
会
の
議
員
の

辞
職
等
に
よ
り
生
じ
た
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
の
選

挙
で
す
。

　
市
町
村
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
繰
上
補
充
に

よ
り
当
選
人
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、
議

員
の
欠
員
が
所
定
の
数
に
達
し
た
と
き
に
行
わ
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
欠
員
が
当
該
選
挙
区
の
議
員
の

定
数
（
選
挙
区
が
な
い
と
き
は
議
員
の
定
数
）
の
６

分
の
１
を
超
え
た
と
き
で
す
。
な
お
、
欠
員
が
所
定

の
数
に
達
し
な
く
て
も
、
当
該
選
挙
区
で
他
の
選
挙

が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
選
挙
と
同
時
に
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
補
欠
選
挙
は
、
そ
の

欠
員
が
当
該
議
員
の
任
期
終
了
前
６
カ
月
以
内
の
と

き
に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
在
任
議
員
が
定
数
の
３

分
の
２
に
達
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
補
欠
選
挙
の
期
日
は
、
事
由
発
生
の

日
か
ら
50
日
以
内
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
の
期

日
を
定
め
、
告
示
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
補
欠
選
挙
に
よ
り
議
員
と
な
っ
た
者
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

（
参
考
　
地
方
議
会
運
営
辞
典
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

議 会 日 誌議 会 日 誌 （4月28日〜7月28日まで）

●
５
月
●

　

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

24
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

25
日　

総
務
委
員
会

　

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
６
月
●

　

７
日
～
22
日

　
　
　
　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

13
日
～
14
日

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

13
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
７
月
●

　

10
日　
　

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

20
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

21
日　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

令和４年度第２回
定例会の議場での
傍聴者数は、41名、
また、インターネッ
トLIVE中継へのア
クセス数は2,022
回でした。
（本定例会では新型
コロナウイルス感染
症拡大防止のため傍
聴席を制限させてい
ただきました。）


